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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年2月13日(2020.2.13)

【公開番号】特開2019-141061(P2019-141061A)
【公開日】令和1年8月29日(2019.8.29)
【年通号数】公開・登録公報2019-035
【出願番号】特願2019-67570(P2019-67570)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/44     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/145    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/11     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/62     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   7/04     (2006.01)
   Ａ０１Ｈ   1/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｈ   5/00     (2018.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/82     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/44     ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ   39/00     　　　Ｈ
   Ａ６１Ｋ   39/145    　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/16     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/11     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/62     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ    7/04     　　　　
   Ａ０１Ｈ    1/00     　　　Ａ
   Ａ０１Ｈ    5/00     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   15/82     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｐ   21/02     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月25日(2019.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サブユニットＨＡ１およびＨＡ２間で完全に欠失されたタンパク質分解性ループを含む
改変インフルエンザ赤血球凝集素（ＨＡ）であって、前記完全に欠失されたタンパク質分
解性ループが一塩基または多塩基切断部位を含み、前記改変インフルエンザＨＡが、
未改変Ｈ３　ＨＡ、
未改変Ｈ７　ＨＡ、または
未改変Ｂ型ＨＡ、ここで前記未改変インフルエンザＢ型ＨＡはＢ／Ｂｒｉｓｂａｎｅ／６
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０／２００８株を含まない
から誘導された、改変インフルエンザ赤血球凝集素（ＨＡ）。
【請求項２】
　前記タンパク質分解性ループがリンカー配列によって完全に置き換えられている、請求
項１に記載の改変インフルエンザＨＡ。
【請求項３】
　前記一塩基切断部位がＣｌａｒａ様プロテアーゼによって認識される、請求項１または
２に記載の改変インフルエンザＨＡ。
【請求項４】
　前記Ｃｌａｒａ様プロテアーゼがトリプターゼＣｌａｒａまたはトリプシン／キモトリ
プシンである、請求項３に記載の改変インフルエンザＨＡ。
【請求項５】
　前記多塩基切断部位がフューリン様またはスブチリシン様プロテアーゼによって認識さ
れる、請求項１または２に記載の改変インフルエンザＨＡ。
【請求項６】
　前記フューリン様プロテアーゼがフューリンである、請求項５に記載の改変インフルエ
ンザＨＡ。
【請求項７】
　前記切断部位が、インフルエンザＢ型　ＨＡについてのアミノ酸配列ＫＥＲ、ＰＡＫま
たはそれらの組合せを含む、請求項１に記載の改変インフルエンザＨＡ。
【請求項８】
　前記未改変Ｈ３　ＨＡが、配列番号１９、１２２または１３９によって定義される野生
型Ｈ３配列と９０％から１００％配列同一性を含み、前記未改変Ｈ７　ＨＡが、配列番号
１５０によって定義される野生型Ｈ７配列と９０％から１００％配列同一性を含み、前記
未改変Ｂ型ＨＡが、配列番号５４によって定義される野生型Ｂ型配列と９０％から１００
％配列同一性を含む、請求項１に記載の改変インフルエンザＨＡ。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか１項に記載の改変インフルエンザＨ３、Ｈ７またはＢ型ＨＡ
をコードする核酸。
【請求項１０】
　植物において活性な調節領域および植物において活性な発現エンハンサーをさらに含む
請求項９に記載の核酸であって、前記調節領域および前記発現エンハンサーは、改変イン
フルエンザＨＡをコードする核酸に作動可能に連結しており、前記発現エンハンサーは、
５’ＵＴＲ、３’ＵＴＲまたは５’ＵＴＲおよび３’ＵＴＲを含む、核酸。
【請求項１１】
　請求項１から８のいずれか１項に記載の改変インフルエンザＨＡを含む、ウイルス様粒
子（ＶＬＰ）。
【請求項１２】
　前記ＶＬＰが、植物から誘導された脂質、および植物特異的Ｎ－グリカンまたは改変Ｎ
－グリカンを含む、請求項１１に記載のＶＬＰ。
【請求項１３】
　免疫応答を誘発するための有効用量の請求項１から８のいずれか１項に記載の改変イン
フルエンザＨＡと薬学的に許容される担体とを含む組成物。
【請求項１４】
　免疫応答を誘発するための有効用量の請求項１１または１２に記載のＶＬＰと薬学的に
許容される担体とを含む組成物。
【請求項１５】
　植物または植物の一部分においてウイルス様粒子（ＶＬＰ）を生成する方法であって、
ａ）請求項９または１０に記載の核酸を、前記植物または前記植物の一部分に導入するス
テップ；および
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ｂ）前記核酸の一過的な発現を可能にする条件下で前記植物または前記植物の一部分をイ
ンキュベートすることによって前記ＶＬＰを生成するステップ
を含む、方法。
【請求項１６】
　植物または植物の一部分においてウイルス様粒子（ＶＬＰ）の収量を増加させる方法で
あって、
ａ）請求項９または１０に記載の核酸を前記植物または前記植物の一部分に導入するステ
ップ；および
ｂ）前記核酸の一過的な発現を可能にする条件下で前記植物または前記植物の一部分をイ
ンキュベートすることによって前記ＶＬＰを生成するステップであって、前記ＶＬＰの収
量が、野生型ＨＡを発現する植物または植物の一部分において発現されるＶＬＰの収量と
比較した場合に増加している、ステップ
を含む、方法。
【請求項１７】
　請求項１から８のいずれか１項に記載の改変インフルエンザＨＡを含む植物物質。
【請求項１８】
　請求項１から８のいずれか１項に記載の改変インフルエンザ型Ｈ３、Ｈ７またはＢ型Ｈ
Ａタンパク質を生成するための植物細胞。
【請求項１９】
　請求項１から８のいずれか１項に記載の改変インフルエンザ型Ｈ３、Ｈ７またはＢ型Ｈ
Ａタンパク質を含む植物。
【請求項２０】
　改変インフルエンザ型Ｈ３、Ｈ７またはＢ型ＨＡタンパク質を生成するための植物であ
って、前記植物は請求項９または１０に記載の核酸を含む、植物。
【請求項２１】
　請求項１１または１２に記載のＶＬＰを生成するための植物であって、前記ＶＬＰは改
変インフルエンザ型Ｈ３、Ｈ７またはＢ型ＨＡタンパク質を含む、植物。
【請求項２２】
　免疫応答を誘発するための有効用量の請求項１３または１４に記載の組成物を含むワク
チン。
【請求項２３】
　被験体においてインフルエンザウイルス感染に対する免疫を誘発するための方法であっ
て、請求項１３または１４に記載の組成物を投与することを含む、方法。
【請求項２４】
　前記組成物が、経口、皮内、鼻腔内、筋内、腹腔内、静脈内または皮下で被験体に投与
される、請求項２３に記載の方法。
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